
令和８年度 地域スポーツクラブ活動アドバイザープロフィール 

ふりがな ともぞえ ひでのり 

 

氏 名 友添 秀則 

所属・役職 環太平洋大学大学院スポーツ科学研究科教授 

略歴 

昭和５５年  筑波大学体育専門学群 卒業 

昭和５７年  筑波大学大学院修士課程体育研究科体育方法学専攻 修了 

昭和６２年  香川大学助教授教育学部 

平成元年   ニューヨーク州立大学客員研究員 

平成８年  香川大学教授教育学部 

平成１２年  早稲田大学人間科学部教授 

平成１５年  早稲田大学スポーツ科学学術院教授 

平成２４年  早稲田大学スポーツ科学学術院長（スポーツ科学部長併任） 

平成３０年  早稲田大学理事 

令和５年  環太平洋大学大学院教授（環太平洋大学体育学部教授） 

 現在に至る 

 体育学修士（筑波大学）、博士（人間科学）早稲田大学 

部活動改

革・地域スポ

ーツクラブ活

動等 
に関する実績

等 

平成 25 年  運動部活動の在り方に関する調査研究協力者会議座長 

平成 30 年  運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン作成検討会議座

 長 

令和４年  運動部活動の地域移行に関する検討会議座長 

令和 5年  沖縄県教育委員会（講演：運動部活動改革とこれからの地域スポー

 ツクラブ活動） 

令和 5年  広島体育学会（講演：運動部活動の地域移行を考える） 

令和 6年  和歌山県教育委員会（講演：今求められる学校部活動の地域連携・

  地域移行） 

令和 6年  岡山県スポーツ協会（講演：運動部活動の地域連携・移行につい

 て） 



令和 6年  兵庫教育大学（講演：運動部活動の地域移行と新しいブカツ） 

令和 7年  地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議委員

（座長代理） 

令和 7年  部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力  

者会議委員（座長） 

令和 8年  学習指導要領における部活動・地域クラブ活動の取扱いに関する検

討ワーキンググループ委員（座長） 

自治体向けメ

ッセージ 

本年度から、部活動の地域展開は 6 年間の改革実行期間に入りました。これから

は、自治体・学校・地域団体が連携し、持続可能な地域クラブ活動を本格的に構築

していく重要な段階となります。 

部活動の地域移行は、地域全体で子どもたちのスポーツ・文化活動を支える新たな

仕組みづくりであり、自治体には、受け皿となるクラブの形成、指導者の確保・育

成、安全な活動環境の整備、保護者への説明、財政・制度面での支援など、中核的

な役割が求められます。今後とも、誰もが参加しやすく、より楽しく、地域に開か

れた新しい地域スポーツクラブの実現に向けて、共に歩みを進めていきましょう。 

 


